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Ⅷ　歴史系雑誌に掲載された写真についての研究

　本研究では、日本における近代印刷技術による画像資料の導入期である明治～大正期を対象とし、

歴史学系の雑誌における画像資料の使用時期とその展開、また、その中で用いられた印刷技術につい

てのデータを収集し、①当時の日本の画像資料における近代技術の変遷との対比、②技術者（写真師

など）から研究者、一般へとつながる技術の拡がり、③当時の歴史学会における画像資料導入への取

り組み、④文化財保護制度や大学などの研究機関の動向との関係を明らかにすることを目的としてい

る。平成１３年度は特に日本考古学会の発行する『考古学雑誌』について画像資料のデータベース化

（以下画像資料データベースとする）を進め、若干の検討を行った。以下にその概略を述べる。

　最初に、画像資料データベース作成における設定項目について触れたい。本データベースでは雑誌

名、巻号数、発行所、印刷所、発売所、page １（総合）、page ２（単独）、タイトル、撮影・印刷者、

印刷技術、関連論文、その他、出版年月日、備考の１４項目を設定した。上記の項目は、一雑誌内にお

ける画像資料の導入・展開と、その技術のあり方を詳細に確認することを目的として設定した。

　『考古学雑誌』の前身である『考古学会雑誌』は明治２９（１８９６）年１２月に創刊されたが、その後明治

３３（１９００）年４月に『考古』、明治３４（１９０１）年６月に『考古界』という誌名の変遷を経て、大正元

（１９１１）年９月より『考古学雑誌』として発刊され、現在に至っている。次に本データベース作成上

に於いて気がついた点をいくつか述べたい。

　まず第１点として、『考古学会雑誌』１編１号（１８９６年１２月）から２編９号（１８９９年２月）において

は、全ての図版は木版であり、コロタイプや写真石版・網版などは全く採用されていない点が挙げら

れる。

　第２点として、『考古学会雑誌』上でコロタイプが使用されたのは２編１０号（１８９９年６月）の口絵写

真「扇面写経地紙畫」が最初であるが、その後コロタイプは『考古界』５編１号（１９０５年９月）まで

使用されていない。また、『考古学会雑誌』２編１０号以降、「写真」という言葉を雑誌上において使用

するようになる。

　第３点として、『考古学会雑誌』２編１０号以降、口絵写真に写真石版と網版を用いるのは『考古』１

編７号（１９００年１１月）までであり、それ以後『考古界』１編１号（１９０１年６月）～４編１２号（１９０５年

６月）までの口絵写真には写真銅版の技術が専ら使われている。さらに、『考古界』５編１号（１９０５年

９月）以降は、口絵写真はすべてコロタイプ製版となっていることを指摘しておく。

　最後に、現在データベース化の作業途上であり、先に述べた知見はあくまでも一案に過ぎないこと

をお断りしておきたい。

（平澤加奈子）

※研究成果報告は平成１５年度３月発行の『研究論集　人文科学と画像資料研究　第１集』を参照され

たい。

劣化画像の再生活用と資料化に関する基礎的研究
平成１１年度～平成１５年度私立大学学術研究高度化推進事業（「学術フロンティア推進事業」）研究成果報告書
國學院大學日本文化研究所　平成16年５月15日




